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附
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定
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設
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開
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容
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師
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行
細
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開

「

年 理 理 開

第 号

美
山

美
地
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
一

地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

口
県
規
則
第
二
十
九
号

農
地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

同
様
式
の
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

記
第
一
号
様
式
の
裏
中

年
定

予
設

日
月

年
定

予
設

の
所
容

称
名

の
所

容

日
月

日
月

定
予
設

開

容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

口
県
規
則
第
二
十
八
号

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を

容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
一年

山
口
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知

正
す
る
規
則

る
。

一
日
か
ら
施
行
す
る
。 月

年

月
年

月
年

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る

山
口
県
知

改
正
す
る
規
則

年
山
口
県
規
則
第
三
十
二
号
）

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

事

村

岡

嗣

政

日

」
を

日 日

」
に

改

。事

村

岡

嗣

政

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

サ
ー
ビ
ス

六
八
の
五

有
限
会
社
ケ

ア
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス

周
南
市
大

須
々
万
本
郷

六
八
の
五

介

護

予

防

事

業

者

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

有
限
会
社
ケ

ア
ー
ネ
ッ
ト

周
南
市
大

須
々
万
本
郷

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定

の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

居

宅

介

護

事

業

者

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八

告

山
口
県
告
示
第
八
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
政
令
第

「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
三
十

第
五
条
第
一
項
中
「
政
令
第

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十

別
記
第
八
号
様
式
の
注
を
削

く
ら
ほ
う
ふ

四
号

字七

ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
さ

く
ら
ほ
う
ふ

防
府
市
三

二
丁
目
九

四
号

介

護

予

防

事

業

名

称

所

在

字七

ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
さ

防
府
市
三

二
丁
目
九

に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次

五
日

山
口

居

宅

介

護

事

業

名

称

所

在

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

示

年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

七
条
第
一
項
」
を
「
法
第
四
条
第

条
」
に
改
め
る
。

十
五
条
第
一
項
」
を
「
法
第
五
条

二
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」

七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第

る
。

介
護

田
尻

番
三

訪
問
介

護

平
成
二
八
、

二
、
二

所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

地田
尻

番
三

介
護
予

防
訪
問

平
成
二
八
、

二
、
二

の
と
お
り
介
護
機
関
を
廃
止
し
た

県
知
事

村

岡

嗣

政

所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

地 四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

を
「
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
」

一
項
」
に
改
め
る
。 二

九九 旨 す 中四に

告

示
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有
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に
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中
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山
生

介
護口

県
告
示
第
八
十
七
号

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

宅
介
護
支
援
事
業
者

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
祉
法
人
光

宇
部
市
大
字
東
岐

波
二
二
三

会
社

光
市
虹
ケ
丘
三

丁
目
二
二
番
三

六
号

デ古目

口
県
告
示
第
八
十
六
号

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
支
援
計

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

宅

介

護

事

業

者

名
又
は
名

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
社
に
こ

苑

岩
国
市
玖
珂
町

一
〇
八
四
の
一

〇

ヘテで

清
貴

山
口
市
折
本
二

丁
目
一
三
番
八

号

野

口
県
告
示
第
八
十
五
号

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条

山
口
県
知

居
宅
介
護
支
援
事

名

称

所

ケ
ア
タ
ウ
ン
日
の

山
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

宇
部
市

波
一
四

イ
サ
ー
ビ
ス

き
良
き
一
丁

光
市
虹
ケ
丘
三

丁
目
二
二
番
三

六
号

第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条

画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
機
関

居

宅

介

護

事

業

所

名

称

所

在

地

ル
パ
ー
ス

ー
シ
ョ
ン
な

し
こ

岩
国
市
玖
珂
町

一
〇
一
一
の
四

中
歯
科
医
院

山
口
市
桜
畠
二

丁
目
八
番
七
号

第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条

さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指

山
口
県
知

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

事

村

岡

嗣

政

業
所

指
定
年
月
日

在

地

大
字
東
岐

四
九
の
一

平
成
二
八
、

一
、

一

通
所
介

護

平
成
二
八
、
三
、

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

訪
問
介

護

平
成
二
八
、
二
、

一

居
宅
療

養
管
理

指
導

平
成
二
七
、

一
二
、

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
し
た
。

事

村

岡

嗣

政

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を

山
口
市
阿
東
嘉
年
下
字
疫

三
、
一
二
〇
四
の
四
、
一
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て

山
口
市
阿
東
嘉
年
下

に
示
す
部
分
に
限
る
。

山
口
県
告
示
第
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

一

保
安
林
の
所
在
場
所

有
限
会
社
に
こ

に
こ
苑

岩
国
市
玖
珂

一
〇
八
四
の

〇

野
中

清
貴

山
口
市
折
本

丁
目
一
三
番

号

株
式
会
社

光
市
虹
ケ
丘

丁
目
二
二
番

六
号

介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
予
防

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

介

護

予

防

事

業

者

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山

神
迫
一
二
〇
一
か
ら
一
二
〇
四
ま

〇
四
の
九
、
字
田
ノ
垰
二
四
六
八

は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
疫
神
迫
一
二
〇
一
・
一
二
〇
四

） 律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五

。五
日

山
口

町一

ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な

で
し
こ

岩
国
市
玖

一
〇
一
一

二八

野
中
歯
科
医
院

山
口
市
桜

丁
目
八
番

三三

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

古
き
良
き
一
丁

目

光
市
虹
ケ

丁
目
二
二

六
号

を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お

五
日

山
口

介

護

予

防

事

業

名

称

所

在

三

定
め
な
い
。

口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

で
、
一
二
〇
四
の
一
、
一
二
〇
四

、
二
四
六
九
、
三
七
一
二

の
九
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
知
事

村

岡

嗣

政

珂
町

の
四

介
護
予

防
訪
問

介
護

平
成
二
八
、

二
、

畠
二
七
号

介
護
予

防
居
宅

療
養
管

理
指
導

平
成
二
七
、

一
二
、

丘
三
番
三

介
護
予

防
通
所

介
護

平
成
二
八
、
三
、

り
指
定
し
た
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

地

準 の図 保 一



平成 年 月 日 金曜日 山 口

六
二三

（定期）県 報

一
一二ま作一

第 号

産
部

次
の
と
お
り
と
す
る
。

光
市
大
字
束
荷
字
八
ケ
宗
二

九
の
一
七
・
二
九
九
の
二
二
・

六
〇
の
一
（
以
上
一
一
筆
に
つ

黒
岩
八
四
四
の
一
（
次
の
図
に

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

六
か
ら
八
七
一
ま
で

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主

山
口
市
阿
東
嘉
年
下
字
佐
奈

一
二
七
・
一
一
二
九
の
一
（
以

保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
阿
東
嘉
年
下
字
佐
奈
口
三

二
四
、
字
南
一
一
二
七
、
一
一
二

光
市
大
字
束
荷
字
平
馬
二
三
〇
の

九
六
、
二
九
七
の
一
か
ら
二
九
七

で
、
二
九
九
の
二
〇
か
ら
二
九
九

二
九
七
の
七
、
八
四
五
か
ら
八
四

一
六
〇
の
一
、
一
一
六
〇
の
二
、

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

森
林
整
備
課
及
び
山
口
市
経
済
産

九
六
・
二
九
七
の
一
・
二
九
七

二
九
九
の
二
三
・
字
開
作
八
四

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

示
す
部
分
に
限
る
。
）

、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め

と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

口
三
一
七
の
一
・
三
一
七
の
五

上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

一
七
の
一
、
三
一
七
の
三
か
ら

八
、
一
一
二
九
の
一
、
一
一
二

一
、
二
三
〇
の
二
、
二
三
〇
の

の
六
ま
で
、
二
九
七
の
八
、
二

の
二
四
ま
で
、
二
九
九
の
五
五

七
ま
で
、
八
四
九
、
八
五
一
か

字
黒
岩
八
四
二
、
八
四
四
の
一

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

業
部
農
林
政
策
課
に
備
え
置
い

の
二
・
二
九
九
の
一
六
・
二
九

七
・
八
四
九
・
八
五
一
・
一
一

る
。
）
、
一
一
六
〇
の
二
、
字

な
い
。

木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

る
。

・
字
南
浴
一
一
二
四
・
字
南
一

す
部
分
に
限
る
。
）

三
一
七
の
五
ま
で
、
字
南
浴
一

九
の
二

四
、
字
八
ケ
宗
二
九
四
の
二
、

九
九
の
四
か
ら
二
九
九
の
一
八

、
八
五
八
、
一
一
六
二
、
字
開

ら
八
五
七
ま
で
、
一
一
五
九
、

、
字
風
吹
八
五
九
、
字
丸
尾
八

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

長
門
市
仙
崎
字
紫
津

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予

長
門
市
仙
崎
字
紫
津
浦
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と

３

間
伐
に
係
る
森
林
は

立
木
の
伐
採
の
限
度
並

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の

産
部
森
林
整
備
課
及
び
長
門
市

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予

長
門
市
仙
崎
字
紫
津
浦
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の

産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係
市

山
口
県
告
示
第
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の

浦
一
六
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す

定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

六
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分

た
目
的

は
、
主
伐
に
係
る
立
木
の
伐
採
を

る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
長

す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹

と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図

経
済
観
光
部
農
林
課
に
備
え
置
い

五
日

山
口

定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

六
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分

た
目
的

と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三

よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

部
分
に
限
る
。
）

に
限
る
。
）
、
一
六
一
の
六

禁
止
す
る
。

門
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

種面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

県
知
事

村

岡

嗣

政

に
限
る
。
）
、
一
六
一
の
六

面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

る
。
）

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

四

準水 水保



平成

山一

年 月 日 金曜日

山六同ま山三同先並山一同地

山 口 県

道路道

（定期）報

産
部

山
道

路
のそ

に
お

第 号

口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
二
四
三
〇
の

地
先
か
ら

口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
一
一
四
〇
の

地
先
か
ら

市
小
郡
上
郷
字
松
坂
五
九
六
の
一
地
先

で口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
一
一
四
〇
の

六
地
先
か
ら

市
小
郡
上
郷

同
字
二
四
三
〇
の
一
地

ま
で
び
に
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
二
四
三
〇
の

地
先
か
ら

市
小
郡
上
郷
字
後
ケ
浴
二
三
四
六
の
一

先
ま
で
、

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

路
の
種
類

県
道

線

名

山
口
宇
部
線

路
の
区
域

区

間

森
林
整
備
課
及
び
長
門
市
経
済
観

口
県
告
示
第
九
十
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

区
域
を
変
更
す
る
。

の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

最
広

九
九
・
〇

旧

最
狭
一
三
四
・
二

最
広
二
一
八
・
四

新

最
狭
一
三
四
・
二

最
広
二
四
七
・
〇

旧

最
狭

最
広

最
狭

六
八
・
〇

最
広
一
一
七
・
〇

最
狭

七
・
〇

山
口
県
知

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延（
メ

光
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦

八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

三
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
間
山

、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

と
が
で
き
る
立
木
は
、
長
門
市

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

七
〇
五
・
二

二
一
六
・
〇

二
一
六
・
〇

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

一
一
九
・
〇

事

村

岡

嗣

政

長

ー
ト
ル
）

備

考

覧
に
供
す
る
。
）

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

山
口
市
小
郡
上
郷
字

同
市
小
郡
上
郷
字
松

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

路
線
名

供

用

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
宿
井
字
下
後

八
八
の
三
地
先
か
ら

同
郡

同
町
大
字
下
田
布
施
字
深
田

三
三
の
一
地
先
ま
で

山
口
県
告
示
第
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

光
上
関
線

道
路
の
区
域

区
同
市
小
郡
光
が
丘
二
五
六
〇
の
五
一

先
ま
で
、

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
二
四
三

一
地
先
か
ら

同
市
小
郡
上
郷
字
後
ケ
浴
一
二
一
三

地
先
ま
で

及
び
山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井
手
二
四
三

一
地
先
か
ら

同
市
小
郡
上
郷
字
丸
山
一
二
六
一
の

地
先
ま
で

市
井
手
一
一
四
〇
の
六
地
先
か
ら

坂
五
九
六
の
一
地
先
ま
で

十
八
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
一
月

る
。

五
日

山
口

開

始

の

区

井
四

一
二

新

六
・
五

最
狭

及
び

一
二
・
〇

九
二
・
〇

最
広

及
び

九
七
・
〇

律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

旧

最
狭

六
・
五

最
広

二
五
・
〇

一
地

〇
の

新

最
狭

四
・
〇

最
広
二
四
四
・
〇

の
一

最
狭

七
・
〇

最
広
二
四
四
・
〇

〇
の

二
四

最
狭

一
三
・
〇

最
広
一
二
五
・
〇

五

間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備

県
知
事

村

岡

嗣

政

間

供
用
開
始
の
期
日

一
、
三
〇
三
・
〇
及
び

一
、
一
二
六
・
〇

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

一
、
三
〇
三
・
〇

一
、
一
九
四
・
六

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

九
三
九
・
〇

三
〇
五
・
〇

課 道



平

一

成 年 月 日 金曜日

山
都

計
画

山 口

一二三四

（定期）県 報

山
都

市
計

第 号

県山

施
行
者
の
名
称

光
市

口
県
告
示
第
九
十
三
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

施
行
者
の
名
称

岩
国
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

岩
国
南
都
市
計
画
下
水
道
事
業
岩

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日

事
業
地

岩
国
市
玖
珂
町
、
周
東
町
下
久
原

口
県
告
示
第
九
十
二
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井

同
市
小
郡
上
郷

同
字
二

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井

同
市
小
郡
上
郷
字
後
ケ
浴

道

口
宇
部
線

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井

同
市
小
郡
光
が
丘
二
五
六

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井

同
市
小
郡
上
郷
字
後
ケ
浴

山
口
市
小
郡
上
郷
字
市
井

同
市
小
郡
上
郷
字
丸
山
一

第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

山
口
県
知

国
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十

、
西
長
野
、
上
久
原
及
び
用
田

第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

山
口
県
知

手
一
一
四
〇
の
三
六
地
先
か
ら

四
三
〇
の
一
地
先
ま
で

手
二
四
三
〇
の
一
地
先
か
ら

二
三
四
六
の
一
地
先
ま
で

手
二
四
三
〇
の
一
地
先
か
ら

〇
の
五
一
一
地
先
ま
で

手
二
四
三
〇
の
一
地
先
か
ら

一
二
一
三
の
一
地
先
ま
で

手
二
四
三
〇
の
一
地
先
か
ら

二
六
一
の
二
四
地
先
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
周
南
都
市

事

村

岡

嗣

政

一
日
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
国
南
都

事

村

岡

嗣

政

平
成
二
十
八
年
三
月

二
十
七
日
午
後
三
時

三

事
業
施
行
期
間

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

一

施
行
者
の
名
称

光
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及

周
南
東
都
市
計
画
下
水
道

延
、
室
積
西
ノ
庄
、
室
積
沖

一
丁
目
、
室
積
新
開
二
丁
目

目
、
花
園
二
丁
目
、
宝
町
、

目
、
虹
ケ
丘
四
丁
目
、
虹
ケ

及
び
大
字
光
井

山
口
県
告
示
第
九
十
四
号

目
、
虹
ケ
浜
二
丁
目
、
虹
ケ

目
、
中
央
五
丁
目
、
中
央
六

光
井
五
丁
目
、
光
井
六
丁
目

島
田
二
丁
目
、
上
島
田
三
丁

丁
目
、
中
島
田
一
丁
目
、
中

三
丁
目
、
三
井
一
丁
目
、
三

目
、
三
井
七
丁
目
、
三
井
八

室
積
五
丁
目
、
室
積
六
丁
目

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及

周
南
都
市
計
画
下
水
道
事

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十

四

事
業
地

光
市
島
田
一
丁
目
、
島
田

目
、
島
田
七
丁
目
、
協
和
町

目
、
浅
江
三
丁
目
、
浅
江
四

年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第

画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し

五
日

山
口

び
名
称

事
業
光
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

田
、
室
積
中
央
町
、
室
積
正
木
、

、
千
坊
台
一
丁
目
、
千
坊
台
二
丁

丸
山
町
、
中
村
町
、
虹
ケ
丘
一
丁

丘
五
丁
目
、
虹
ケ
丘
六
丁
目
、
虹

浜
三
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央

丁
目
、
光
井
一
丁
目
、
光
井
二
丁

、
光
井
七
丁
目
、
光
井
八
丁
目
、

目
、
上
島
田
四
丁
目
、
上
島
田
五

島
田
二
丁
目
、
中
島
田
三
丁
目
、

井
二
丁
目
、
三
井
三
丁
目
、
三
井

丁
目
、
室
積
一
丁
目
、
室
積
二
丁

、
室
積
七
丁
目
、
室
積
八
丁
目
、

び
名
称

業
光
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

八
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三

二
丁
目
、
島
田
三
丁
目
、
島
田
四

、
和
田
町
、
宮
ノ
下
町
、
木
園
一

丁
目
、
浅
江
五
丁
目
、
浅
江
六
丁一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
南
東

た
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

室
積
松
原
、
室
積
大
町
、
室
積
新

目
、
千
坊
台
三
丁
目
、
花
園
一

目
、
虹
ケ
丘
二
丁
目
、
虹
ケ
丘
三

ケ
丘
七
丁
目
、
光
ケ
丘
、
大
字
浅

二
丁
目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四

目
、
光
井
三
丁
目
、
光
井
四
丁
目

光
井
九
丁
目
、
上
島
田
一
丁
目
、

丁
目
、
上
島
田
六
丁
目
、
上
島
田

岩
狩
一
丁
目
、
岩
狩
二
丁
目
、
岩

四
丁
目
、
三
井
五
丁
目
、
三
井
六

目
、
室
積
三
丁
目
、
室
積
四
丁
目

室
積
東
ノ
庄
、
室
積
神
田
、
室
積

十
一
日
ま
で

丁
目
、
島
田
五
丁
目
、
島
田
六

丁
目
、
浅
江
一
丁
目
、
浅
江
二

目
、
浅
江
七
丁
目
、
虹
ケ
浜
一

六

都 開丁丁江 丁、上七狩丁、市 丁丁丁



平成

市下

年 月 日 金曜日

部
を江

二
と

山 口 県

三四山
急

（定期）報

計
画

一二

第 号

四山
都

名

町

関

市

彦
島
江
の
浦
町
一
丁

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

の
浦
町
一
丁
目

地
区
に
関
す
る

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す

九
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区

事
業
施
行
期
間

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
二
日
か
ら

事
業
地

周
南
市
土
井
一
丁
目
、
政
所
一
丁

口
県
告
示
第
九
十
六
号

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
に

公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

施
行
者
の
名
称

周
南
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
公
園
事
業
五
・
五

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
五
日
か

事
業
地

光
市
大
字
岩
田
、
大
字
三
輪
及
び

口
県
告
示
第
九
十
五
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律名

地

番

目

九
八
二
の
一

山
口
県
知

部
分
二

区
域
の
範
囲
を
次
の

る
標
柱
一
号
か
ら
九
号
ま
で
を

域 平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日

目
、
宮
の
前
一
丁
目
、
大
字
富

関
す
る
告
示
（
平
成
十
年
山
口

次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

山
口
県
知

・
四
百
一
永
源
山
公
園

ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一

大
字
束
荷

第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

標

柱

番

号

一
号

事

村

岡

嗣

政

よ
う
に
改
め
る
。

順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号

ま
で

田
及
び
大
字
下
上

県
告
示
第
二
百
十
六
号
）
の
一

事

村

岡

嗣

政

日
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
周
南
都
市

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利

名

称

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

（
一
〇
八
）
特
定
非
営
利
活
動

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

変
更
後
の
定
款
は
、
平
成
二

山
口
県
山
口
県
民
局
に
お
い
て

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
四
日

公

（
一
〇
七
）
特
定
非
営
利
活
動

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十

の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が

定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業

活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
路

ワ
ー
ク

内
山

秋
久

山
口
市
大
殿
大
路
一
三
三
番

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申

の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が

十
八
年
五
月
六
日
ま
で
の
間
、
山

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

五
日

山
口

九
八
二
の
一

告

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十

九
八
三
の
六

九
八
三
の
二
地
先

九
八
一
の
一
一

九
八
一
の
一
二

九
八
一
の
一
二

九
八
一
の
六

九
八
二
の
一

七

五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

あ
り
ま
し
た
。

年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

小
路
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
ネ
ッ

地
の
一

請 あ
り
ま
し
た
。

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課
及

県
知
事

村

岡

嗣

政

九
号

請五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

二
号

三
号

四
号

五
号

六
号

七
号

八
号

の画 ト び の

公

告



平成 年 月 日 金曜日

二
株株

三

山 口

当
日
か

水
産

一

（定期）県 報

（
一大

と
お

第 号

書
及

及
び

一二
大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
開
店
時
刻

株
式
会
社
ジ
ュ

届
出
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に

名

称

式
会
社
ア
ス
テ
ィ

広
島

号

式
会
社
フ
ジ

愛
媛

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変
更
に
係
る
事
項

大
規
模
小
売
店

業
を
行
う
者
の

該
届
出
及
び
経
済
産
業
省
令
で
定

ら
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
間

課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

名

称

フ
ジ
長
門
店

所
在
地

長
門
市
仙
崎
三
二
二

名

称

特

代

表

者

の

氏

名

石

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岩

〇
九
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十

り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
届

び
活
動
予
算
書
は
、
平
成
二
十
八

山
口
県
岩
国
県
民
局
に
お
い
て
公

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

ン
テ
ン
ド
ー

午
前
九
時
三
〇

代
表
者
の
氏
名

住市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
二
丁
目

県
松
山
市
宮
西
一
丁
目
二
番
一

舗
に
お
い
て
小
売

氏
名
又
は
名
称

変

更

め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は

、
山
口
県
商
工
労
働
部
商
政
課

ま
す
。

山
口
県
知

在
地

の
二

定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い

部

壽
雄

国
市
今
津
町
二
丁
目
六
番
八
号

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条

出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出

年
五
月
十
一
日
ま
で
の
間
、
山

衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

山
口
県
知

人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

分

午
前
七
時

所

代
表
者
の
氏
名

一
五
番
一

宮
本

聡

号

尾

英
雄

前

変

更

後

、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五

及
び
長
門
市
経
済
観
光
部
商
工

事

村

岡

嗣

政

岩
国
福
祉
会

届
出

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

が
あ
り
ま
し
た
。

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

事

村

岡

嗣

政

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

種
畜
証
明
書

番
号

名

三
一
五
〇
四
〇

一
〇
〇
二
〇

一
一
三
一

選
挙
管

（
一
一
〇
）
家
畜
改
良
増
殖
法

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二

産
大
臣
か
ら
次
の
家
畜
に
つ
き

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
閉
店
時
刻

来
客
が
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
帯

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五

五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
十
六

示
第
四
十
一
号

十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第

、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会

前

品

種

生
年
月
日

そ
の
他
平
成
二
六

二
、
二

理
委
員
会

の
規
定
に
基
づ
く
種
畜
証
明
書
を

十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
八

、
種
畜
証
明
書
を
書
換
交
付
し
た

五
日

山
口

午
後
八
時

午
前
八
時

午
後
一
〇

で

日日

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

委
員
長

中

村

正

昭

産

地

検
査
成
績

飼
養
者
の
住
所
及

び
氏
名
又
は
名
称

、七
宮
城
県
級
外
岩
国
市
錦
町
宇
佐

プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
株

会
社
山
口

セ

タ
ー

書
換
交
付
し
た
旨
の
通
報

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
林

旨
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

午
後
九
時

四
五
分
か
ら

時
一
五
分
ま

午
前
六
時
三
〇
分
か
ら

午
後
一
〇
時
一
五
分
ま

で
八

が 郷式ン 水

選
挙
管
理
委
員
会



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 定期）報

山
政

あ
っ

第 号

口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年

た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

第
四
十
二
号

法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条

の
と
お
り
で
あ
る
。

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

長

中

村

正

昭

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十

示
第
四
十
三
号

十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第

団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り

五
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会

九

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

で
あ
る
。

委
員
長

中

村

正

昭

出



平成 年 月 日 金曜日

政
が
あ

山 口

山

（定期）県 報

山
政

が
あ

第 号

治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年

っ
た
資
金
管
理
団
体
の
異
動
事
項

平
成
二
十
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